
実施事業所：ぶれあ・にじ五井

実施日時：2024年3月

【回答情報】

チャック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 改善目標、工夫している点

①
利用定員が指導訓練室等スペース

との関係で適切であるか
○

千葉県の「児童福祉法に基づく指定通

所支援の事業等の人員、設備及び運営

に関する基準等を定める条例」（第十

一条２の一のロ）に参考とするように

定められている障害児一人当たりの床

面積2.47㎡に定員１０名を乗じた数

24.7㎡と比較すると、訓練室の105.7

㎡は十分な広さがあると考えます。

② 職員の配置数は適切であるか 〇

厚労省の「児童福祉法に基づく通

所通所支援の事業等の人員、設備

及び運営に関する基準」（第三の

１）に記載されている基準人員に

加え、児童数に応じて２～４名を

配置しています。

③

事業所の設備等について、バリア

フリー化の配慮が適切になされて

いるか

〇

入口や室内など、段差がほとんど

なく、車いすの利用者様も大きな

苦労なく移動、排せつ等が出来て

います。また、トイレ等の移乗が

必要な個所では、手すりが設置さ

れ移乗の負担を軽減する配慮がさ

れております。

④

業務改善を進めるためのＰＤＣＡ

サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参加しているか

〇

利用者様への支援やプログラムを

考案する際には、支援MTGを実施

しております。毎日の朝礼または

昼礼の際にも職員間で都度共有し

ております。

事業者向け　放課後等デイサービス自己評価表
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⑤

保護者向け評価表を活用する等ア

ンケート調査を実施して保護者等

の意向等を把握し、業務改善につ

なげているか

〇

毎年厚生労働省の評価表を用いて

アンケートを実施しています。ま

た、アンケート結果を職員で共有

し次年度の運営やプログラム案に

反映しております。ニーズの把握

や業務改善にも努めており、また

保護者からご意見やご要望があっ

た場合には早急に対応しておりま

す。

⑥

この自己評価の結果を、事業所の

会報やホームページ等で公開して

いるか

〇
法人のホームページを通じてアッ

プしております。

⑦

第三者による外部評価を行い、評

価結果を業務改善につなげている

か

〇

現在はご利用者様と事業所内の評

価のみとなっております。今後の

課題として検討させていただきま

す。

⑧
職員の資質の向上を行うために、

研修の機会を確保しているか
〇

事業所内研修だけでなく、外部研

修にも参加しております。外部研

修に参加できなかった職員にも内

容を伝達しております。

⑨

アセスメントを適切に行い、子ど

もと保護者のニーズや課題を客観

的に分析した上で、放課後等デイ

サービス計画を作成しているか

〇

アセスメントに関しては、専用の

アセスメントシートを用いて契約

時に実施しています。また、保護

者様・ご利用者様のニーズやご要

望をうかがい、検討会議を行った

うえで、支援方法の統一や課題を

明確にして個別支援計画を作成し

ております。

⑩

子どもの適応行動の状況を図るた

めに、標準化されたアセスメント

ツールを使用しているか

〇

契約時にADL等について半構造化

面接にて、保護者の方より聴取し

ています。事業所内独自のアセス

メントシートを使用し、個人ファ

イルへ保存し、すぐに閲覧できる

ようにしております。また、医療

機関等が発行した発達検査の検査

結果を、一部のご利用者様より提

供していただいており、そちらも

併用して支援の参考にしておりま

す。
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⑪
活動プログラムの立案をチームで

行っているか
〇

活動プログラムについては、職員

でミーティングを行った上で企画

案を作成しています。プログラム

終了後にはミーティングや昼礼で

振り返りを行っております。

⑫
活動プログラムが固定化しないよ

う工夫しているか
〇

活動プログラムを考案する際に

は、定期的に行う固定のプログラ

ムもありますが、季節に合わせた

行事や制作等も取り入れておりま

す。個人の発達に合わせて様々な

プログラムを実施しております。

⑬

平日、休日、長期休暇に応じて、

課題をきめ細やかに設定して支援

しているか

〇

放課後については、体力や疲れを

考慮して負担の大きなイベントや

課題を行わないようにしていま

す。休日や長期休みにつきまして

は、学校のリズムを崩さないこと

と普段できないような体験をした

り、外出活動も多く取り入れてお

ります。

⑭

子どもの状況に応じて、個別活動

と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し

ているか

〇

個別で行うか集団に参加するかに

ついては、イベント毎に子どもの

状況に応じて子ども毎の目標を設

定しております。また、子どもの

特性や状況を踏まえて個別または

集団活動を組み合わせて実施して

おります。
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⑮

支援開始前には職員間で必ず打合

せをし、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認してい

るか

〇

支援開始前の朝礼、昼礼といった

形でワークスケジュールを用いて

役割分担や注意点等について確認

しております。詳細な支援内容確

認は、イベントプログラム等普段

と異なる場合は事前に計画書を作

成し、配布または伝達するなど状

況に応じて変わることもありま

す。

⑯

支援終了後には、職員間で必ず打

合せをし、その日行われる支援の

振り返りを行い、気付いた点等を

共有しているか

〇

支援終了後に打ち合わせを毎日行

うのは難しいですが、日々記録を

残しています。その記録は共有

ノートとして全ての職員が回覧⇒

チェックすることで共有し補って

います。特記事項に関しては翌日

の昼礼等で再度確認を行っていま

す。

⑰

日々の支援に関して正しく記録を

とることを徹底し、支援の検証・

改善につなげているか

〇

支援記録を行う際には、個別支援

計画に沿った内容で支援を行えて

いたかと適切な介助が行えていた

かという２つの視点で記録を行っ

ております。記録の内容に関して

は、児童発達支援管理責任者が利

用の都度確認をしております。

⑱

定期的にモニタリングを行い、放

課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断している

〇

原則年２回、保護者の方との面談

を設定し、モニタリングを行いま

す。そこでの内容を基に個別支援

計画の見直しを行っております。

⑲

ガイドラインの総則の基本活動を

複数組み合わせて支援を行ってい

るか

〇

個別支援計画を基に生活の中で、

個々の課題をクリアできるように

支援しております。自己肯定感を

育むことを指針に、創作や日常生

活スキルの課題を成功体験を積み

重ねていけるように、適宜補助し

ながら設定しております。また休

日等には、外出等の活動を取り入

れて地域との交流を図っておりま

す。

⑳

障害児相談支援事業所のサービス

担当者会議にその子どもの状況に

精通した最もふさわしい者が参画

しているか

〇
主に児童発達管理責任者が会議に

参加しております。
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㉑

学校との情報共有（年間計画・行

事予定等の交換、子どもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時

の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか

〇

学校・保護者様から行事予定・下

校時刻等の情報提供をいただいて

おります。急な変更等発生時は双

方との連絡調整を行っておりま

す。送迎時には、原則担任の先生

と直接情報共有しております。

㉒

医療的ケアが必要な子どもを受け

入れる場合は、子ども主治医等と

連絡体制を整えているか

医療的ケアが必要なご利用者様は

おりません。

㉓

就学前に利用していた保育所や幼

稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相

互理解に努めているか

〇

保護者の方の許可を頂いて、情報

共有をさせていただいておりま

す。

共有の仕方は、電話や書面等状況

によりさまざまです。

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサー

ビス事業所から障害福祉サービス

事業所等へ移行する場合、それま

での支援内容等の情報を提供する

等しているか

〇

これまでの該当者は２名のみで特

に情報提供は行っておりません。

もしご依頼がありましたら情報提

供を行ってまいります。

㉕

児童発達支援センターや発達障害

者支援センター等の専門機関と連

携し、助言や研修を受けているか

〇

現状過去に利用があったご利用者

様や相談支援で利用されている方

がいらっしゃる場合の情報共有は

行っております。また、今年度は

支援センター主催の研修に児童指

導員が参加いたしました。
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㉖

放課後児童クラブや児童館との交

流や、障害のない子どもと活動す

る機会があるか

〇

近くの公民館で月１回開催されて

いる『お話し会』に参加しており

ます。放課後児童クラブとの交流

は、今現在できておりません。

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極

的に参加しているか
〇

参加できていないため、市役所等

に確認し関係を構築していきま

す。

㉘

日頃から子どもの状況を保護者と

伝え合い、子どもの発達の状況や

課題について共通理解を持ってい

るか

〇

保護者の方との情報共有は、送迎

時に口頭や連絡帳、電話を用いて

日常的に行っております。必要に

応じて随時個別相談も対応させて

いただいております。

㉙

保護者の対応力の向上を図る観点

から、保護者に対してペアレン

ト・トレーニング等の支援を行っ

ているか

〇

必要に応じて助言や改善方法等は

お伝えしておりますが、より良い

助言ができるよう専門性を高めて

いきたいと考えております。

㉚

運営規定、支援内容、利用者負担

等について丁寧な説明を行ってい

るか

〇

ご契約時に契約書・重要事項説明

書に沿って説明を行っておりま

す。ご不明な点はないか等ご確認

いただき、ご納得いただいた上で

ご署名・捺印いただいておりま

す。

㉛

保護者からの子育ての悩み等に対

する相談に適切に応じ、必要な助

言と支援を行っているか

〇

保護者の方からのご相談につきま

しては、随時行っております。相

談方法につきましては、面談や電

話、連絡帳です。

㉜

父母の会の活動を支援したり、保

護者会等を開催する等により、保

護者同士の連携を支援しているか

〇

保護者会等につきましては、今年

度は実施しておりません。以前開

催したところ、参加人数が少な

く、保護者同士の連携は求めてな

いとの声もあった為、今後の開催

については保護者様の意向を確認

したうえで検討いたします。
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㉝

子どもや保護者からの苦情につい

て、対応の体制を整備するととも

に、子どもや保護者に周知し、苦

情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか

〇

改善依頼についてのお話を頂いた

際には、記録を取らせて頂いた上

で職員とのミーティングを行い改

善策をご提案させて頂いておりま

す。苦情解決マニュアルに基づき

迅速に対応できるようにしており

ます。
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㉞

定期的に会報等を発行し、活動概

要や行事予定、連絡体制等の情報

を子どもや保護者に対して発信し

ているか

〇

活動報告につきましては、アメー

バブログにて行わせて頂いており

ます。また不定期ではあります

が、お便りも作成しております。

㉟ 個人情報に十分注意しているか 〇

個人情報につきましては、鍵付き

キャビネットに保管するとともに

施設外への持ち出しを厳しく制限

しております。

㊱

障害のある子どもや保護者との意

思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか

〇

言語コミュニケーションだけでは

なく、必要に応じてマカトンサイ

ンや絵カード等を用いて視覚的支

援も行っております。

㊲

事業所の行事に地域住民を招待す

る等地域に開かれた事業運営を

図っているか

〇

地域住民ではありませんが、長期

休みの時など、ボランティア団体

の方々を招待して、来所いただい

ております。

㊳

緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュアル

を策定し、職員や保護者に周知し

ているか

〇

各種マニュアルは策定済みで、感

染症に関しては、研修も行ってお

ります。保護者様には周知は不十

分と考えられる為、今後お便りや

ブログ等で周知を図ってまいりま

す。

㊴

非常災害の発生に備え、定期的に

避難、救出その他必要な訓練を

行っているか

〇

年２回、地震・火災・洪水を想定

した避難訓練を行っております。

訓練結果については書面を作成し

保存、またブログでも報告してお

ります。
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㊵

虐待を防止するため、職員の研修

機会を確保する等、適切な対応を

しているか

〇

虐待防止研修・身体拘束適正化に

関する研修を年１回以上実施して

おります。社外研修にも参加し、

その内容についても参加していな

い者への伝達講習も行っておりま

す。

㊶

どのような場合にやむを得ず身体

拘束を行うかについて、組織的に

決定し、子どもや保護者に事前に

十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載し

ているか

〇

バギーのお子さんのベルト等に関

しては定期的に身体拘束の適用に

ついて検討を行っております。で

すが、現在はバギーのお子さんの

安全確保・姿勢保持以外に身体拘

束を行うようなご利用者様はおり

ません。

㊷

食物アレルギーのある子どもにつ

いて、医師の指示書に基づく対応

がされているか

〇

アセスメントを通じて食物アレル

ギーの有無を確認しております。

重篤な食物アレルギーの方はおり

ませんが、アレルギーのある方の

食事はご家庭より持参される為、

医師の指示書は特にいただいてお

りません。

㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事

業所内で共有しているか
〇

ヒヤリハットがあった際には、そ

の都度記録に残し、それを朝礼や

昼礼にて共有し、今後そのような

ことがないよう周知、徹底してお

ります。また、事例を記入しファ

イリングしていつでも閲覧できる

ように保管しております。
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